
詳細・申し込みはこちら▶

　11 月 20 日㈮までに二次元コード　 秘書課  ☎ 227－6022

令和８年度

野々市市職員採用試験
募集

試験区分および採用予定者数　令和９年４月１日採用
試験区分 採用人数 受験資格

行政⑵ １人 平成９年４月２日以降に生まれた人で、大学を卒業または令和９年３月 31日
までに卒業見込みの人で、考古学分野を専攻した人

　市内の大学を卒業した学生が卒業後に就職し、市内に定住した場合に受けられる補助制度を創設しました。
交付を受けるためには、事前申請が必要です。対象者や申請方法などの詳細は市ホームページを確認してく
ださい。
補助金額　期間内に返還した奨学金の額（１カ月につき上限１万円　最大 60カ月）

市ホームページ▶

企画財政課  ☎ 227－6028　 kikakuzaisei@city.nonoichi.lg.jp

【最大60万円】奨学金の返還を支援します
お知らせ

　市内の保育所・認定こども園などに勤務する保育士・保育教諭・看護師の奨学金返還を支援します。詳細
は市ホームページを確認してください。
申請期間　12月１日㈫～ 18日㈮
補助期間　補助開始年度の４月１日から起算して最長 10年間
補助金額　当該年度に返還した奨学金のうち、最大 20万円（10年間で最大 200万円）
対　　象　�市内在住で、令和８年４月１日以降に市内の保育所・認定こども園などに雇用された30歳未満（雇

用開始日における年齢）の常勤の保育士・保育教諭・看護師

市ホームページ▶

子育て支援課  ☎ 227－6076

令和８年度

保育士等奨学金返還支援事業
お知らせ

企画財政課  ☎ 227－6028　 227－6255 kikakuzaisei@city.nonoichi.lg.jp

野々市市第二次総合計画 後期基本計画（案）
パブリックコメント

　まちづくりの最上位計画である野々市市第二次総合計画の後期基本計画（案）について、パブリックコメ
ントを募集します。さまざまな視点からの意見や提言をお願いします。

募集
市ホームページ▶

募集期間　11月 30日㈪～ 12月 28日㈪
公表方法　市ホームページ、企画財政課窓口で公開
提出方法　郵送、電子メール、ファクス、文書の持参　※電話や口頭での意見は受け付けできません。
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　市民協働課  ☎ 227－6029

女性に対する暴力をなくそう
お知らせ

　内閣府の男女共同参画推進本部は、毎年 11 月
12 日から 25 日までの 2週間を「女性に対する暴
力をなくす運動」の実施期間と定め、取り組みを一
層強化しています。
　県でも 11 月に「パープルリボンキャンペーン」
を実施し、市町や各種団体と協力し、一斉に啓発活
動を実施しています。

パープルリボン（紫色のリボン）とは？
DVをはじめとする女性に対する
暴力をなくそうという国際的なシ
ンボルで、身に着けたり飾ったり
することで、女性に対する暴力根
絶の意思を示します。

パープルリボンキャンペーン 2026

取り組み一覧

◎図書特設コーナーの設置
　女性に対する暴力の問題に関する本を集めた特
設コーナーを設置します。
日程　11月 1日㈰～ 30日㈪
場所　学びの杜ののいち��カレード
◎パネル展の開催
　市男女共同参画推進員の活動を紹介します。
日程　① 11月���2 日㈪～ 20日㈮
　　　② 11月 20日㈮～ 26日㈭
場所　①市役所②にぎわいの里ののいち��カミーノ

◎パープルリボンツリーの設置
　女性に対する暴力をなくす運動への支援や賛同の
メッセージをカードに書いてツリーに飾りませんか？
日程　① 11月���2 日㈪～ 30日㈪
　　　② 11月 20日㈮～ 26日㈭
場所　①市役所②にぎわいの里ののいち��カミーノ
◎市庁舎シンボル塔ライトアップ
　パープルリボンにちなんだ紫色にライトアップし
ます。
日時　11月 16日㈪～ 25日㈬日没～ 22:00

　あなたが配偶者やパートナーから受けているさまざ
まな暴力について、専門の相談員が一緒に考えます。

☑  専門の相談員が対応
☑  365 日相談対応
☑  24 時間電話対応
☑  10 か国語対応（チャット）
☑  男性の相談にも対応

● 24時間対応電話相談

　☎ 0120－2
つ な ぐ
79－8

は や く
89

●チャット相談・プラス相談箱
　チャット相談��12:00 ～ 22:00
　プラス相談箱��24 時間受付
　ホームページからアクセス▶

11 月 10 日㈫までに二次元コードまたは健康推進課  ☎ 248－3511

出産前後のこころの変化について知ろう

日　時　11月12日㈭ 10:00～ 11:30
場　所　保健センター
講　話　①妊娠中から産後におけるこころの変化とケアについて
　　　　②食事とこころの健康について
講　師　①県助産師会助産師
　　　　②市健康推進課保健師

申し込みフォーム▶
講座・教室

　妊娠中や産後は気持ちの揺らぎが生じやすいといわれています。助産師・保健師が、妊娠中や産後の心の
変化やケアについて話します。

対　象　�市内在住・在勤・在学の人で、
妊娠中またはおおむね生後 6か
月までの子がいる女性とその家族

定　員　20人
その他　�骨の元気度チェック（希望者）や

試供品のプレゼントもあります。

広報野々市　2026．11月号　10

日　時　12月６日㈰ 9:30 開場　10:00 開演
場　所　文化会館フォルテ

巨大な関門 “尼ロック ”によって水害から守られている街・尼崎。
理不尽なリストラで失業し、東京からこの街に戻ってきた 39歳の
近松優子はニートのような日々を送っていた。ある日、「人生に起
こることはなんでも楽しまな」が口グセの能天気な父が突然再婚す
ると言い出し、20歳の早希を連れてきた！　家族だんらんを夢見
る早希と、自分よりずっと年下の “ 母 ” の登場に戸惑う優子の共同
生活は噛み合うはずもなく、一家は騒動の連続。しかし、ある悲劇
が近松家を襲い、優子はこれまでの人生を振り返り、家族の “ 本当
の姿 ”に気付いていく。 ©2024映画「あまろっく」製作委員会

　市民協働課  ☎ 227－6040

人権啓発映画会『あまろっく』
イベント

あらすじ

　こども家庭センター  ☎ 248－1601

【令和８年度標語】189（いちはやく）　気づいたあなたに　できること

子どもの虐待を防ごう
お知らせ

　11月は「秋のこどもまんなか月間～オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン～」です。
　虐待は子どもの人権を著しく侵害し、心身の健やかな成長や発達を妨げます。児童虐待防止や早期発見に
つなげるため、「児童虐待かも？」と思ったら「189」へ電話してください。

【児童虐待とは】
●身体的虐待
　殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど。
●心理的虐待
　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力を振るう（面
前DV）など。
●性的虐待
　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど。
●ネグレクト
　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になっても病院
へ連れて行かないなど。

あなたの一本の電話で救われる子どもがいます。
児童虐待かもと思ったらすぐに電話してください。
最寄りの児童相談所につながります。
※一部のIP電話からはつながりません。通話料は無料です。

【オレンジリボンとは】
　「子ども虐待のない社会の実現」を目指す市民運動のシンボルマークです。
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　11月 9日㈪～ 15日㈰の 7日間、全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。火災が発生しやすい時
季を迎えますので、火の取り扱いには十分注意し、大切な命や財産を火災から守りましょう。

白山野々市広域消防本部  ☎ 276－9482

秋季火災予防運動
「火の確認　いい日を支える　いい習慣」

お知らせ

住宅防火　いのちを守る10のポイント

４つの習慣
1. 寝たばこは絶対にしない、させない。
2. ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
3. こんろを使うときは火のそばを離れない。
4. コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

　①         　保険年金課　　　　　　　　　  ☎ 227－6072
②・③　金沢南年金事務所お客様相談室  ☎ 245－2311

11月は「ねんきん月間」です
お知らせ

　日本年金機構と厚生労働省は 11月を「ねんきん月間」と位置付けています。市でも、公的年金制度を身
近に感じ、理解を深める取り組みとして、金沢南年金事務所と協力したイベントを行います。

①図書展示「わたしと年金」
　年金に関する幅広い知識が得られる書籍や年金
受給などのパンフレットを集めたコーナーを設置
します。
日程　11月 30日㈪まで
場所　学びの杜ののいち��カレード

②こども絵画展

③年金制度説明会

　市内の園児が「将来の夢」をテーマに描いた絵
画を展示します。
日程　11月２日㈪～ 11月 22日㈰
場所　金沢南年金事務所（20日㈮まで）
　　　�学びの杜ののいち��カレード（21日㈯は

18:00～ 21:00、22日㈰は9:00～ 16:00）

　在職老齢年金の仕組み、遺族厚生年金の見直し
の概要、離婚時の年金分割制度などの説明を行い
ます。
日時　11月 27日㈮ 10:00 ～ 11:00
場所　学びの杜ののいち��カレード
定員　20人（先着順）※当日参加も可
11月 26日㈭までに金沢南年金事務所お客様
相談室に電話

６つの対策

1. 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使
用する。

2. 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に
交換する。

3. 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカ－テンは、
防炎品を使用する。

4. 火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を確認しておく。
5. 高齢者や身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
6. 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

広報野々市　2026．11月号　12

　市民生活課  ☎ 227－6052

11月は「エコドライブ推進月間」
お知らせ

　11月は車での外出が増える行楽シーズンです。運転の際にはエコドライブを心がけてみませんか。
　エコドライブとは、燃料消費量やCO2 排出量を減らし、地球温暖化防止につなげる運転技術や心がけです。
特別な知識や技術は必要ありません。今日から始められる「エコドライブ 10のすすめ」を紹介します。

エコドライブ10のすすめ（出典：環境省デコ活ホームページ）

1. 自分の燃費を把握しよう 6. ムダなアイドリングはやめよう

2. �ふんわりアクセル「ｅスタート」
��※最初の５秒で、時速 20㎞程度 7. 渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

3. �車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転 8. タイヤの空気圧から始める点検・整備

4. 減速時は早めにアクセルを離そう 9. 不要な荷物はおろそう

5. エアコンの使用は適切に 10. 走行の妨げとなる駐車はやめよう

11 月 20 日㈮までに申し込みフォームまたは地域振興課  ☎ 227－6160

創業セミナー
詳細は市ホームページ▶申し込みフォーム▶

講座・教室

　創業について興味・関心を持ってもらうため、創業セミナーを開催します。先輩創業者の話を聞き、リア
ルな創業の現場を知ることができます。
日時　11月 28日㈯ 13:30 ～ 16:00　※終了後、希望者を対象に個別相談会を開催（16:00 ～ 16:30）
場所　学びの杜ののいち��カレード
対象　野々市市、白山市内で
　　　①創業を予定している人��②創業して間もない人
　　　③創業に関心のある人　��④学生
　　　※上記に該当する人であれば、住所を問わず参加できます。
定員　20人程度（先着順）

　地域の人にクラブへの親しみを持ってもらうため、今年もホームタウンサンクスデーを実施します。市民
は無料で試合観戦できます。サッカー観戦をしたことがない人も、ぜひこの機会に観戦を楽しんでください。

日　　時　11月 21日㈯ 14:00 キックオフ
場　　所　金沢ゴーゴーカレースタジアム（金沢市）
対戦相手　鹿児島ユナイテッド FC
定　　員　500組 1,000 人（応募多数は抽選）

　11 月 11 日㈬までに二次元コード　 スポーツ振興課　☎ 248－1442

ツエーゲン金沢の試合に無料招待！
イベント

申し込みはこちら▶

13　広報野々市　2026．11月号

：申し込み ：問い合わせ　・ のマークがあるものは申し込みが必要　・参加費の記述がないものは無料



①・②　松任税務署　　　   ☎ 276－2698
③・④　（公社）松任法人会  ☎ 274－3157

税を考える週間
～これからの社会に向かって～

お知らせ

　11月 11日～ 17日は「税を考える週間」です。税の意義や役割について考え、税に対する理解をより一
層深めてみませんか。

①税に関する作品の展示
　市内の小学生、中学生、高校生から提出された税に
関する作品の優秀作品を展示します。
日　時　11月 11日㈬～ 18日㈬ 9:00 ～ 21:00
場　所　アピタ松任店（白山市）

②北陸税理士会松任支部による無料税務相談
日　時　11月 14日㈯ 10:00 ～ 15:00
場　所　アピタ松任店（白山市）

③公開講演会

日　時　11月 17日㈫ 15:00 ～ 17:00
場　所　松任学習センター プララ（白山市）
定　員　200人
【第１部】15:00 開始
テーマ　「税のよもやま話」
講　師　小阪秀明氏（松任税務署長）
【第 2部】15:30 開始
テーマ　「ほんとうの中国～常識がこんなに違うとは～」
講　師　近藤大介氏（明治大学講師）

④松任法人会女性部会　租税教室＆講演会

日　時　11月 26日㈭ 13:30 ～ 15:30
場　所　松任コミュニティセンター（白山市）
定　員　40人
【租税教室】13:30 ～ 14:20
テーマ　�『失敗しない「親から子」への事業バトン

タッチ』～顧客・従業員・取引先の信頼
を失わないための注意点～

講　師　�小林花代氏（税理士法人みらいサクシー
ド代表税理士）

【講演会】14:30 ～ 15:30
テーマ　�「私らしく歳を重ねるために」～今できる

備えと制度の知識～
講　師　�谷路啓子氏（行政書士たにみちけいこ相

続しゅう活相談室代表）

�11 月 10日㈫までに（公社）松任法人
会に電話または右記申し込みフォーム

�11 月 20 日㈮までに（公社）松任
法人会女性部会に電話または右記
申し込みフォーム

国税庁の取り組み紹介▶

申し込みはこちら▶

二次元コード　 　松任税務署  ☎ 276－2961

年末調整説明会のお知らせ
お知らせ

　令和８年分年末調整説明会を開催します。

日時　① 11月 13日㈮ 10:00 ～ 11:30、13:30 ～ 15:00
　　　② 11月 25日㈬ 10:00 ～ 11:30、13:30 ～ 15:00
場所　①松任コミュニティセンター（白山市）
　　　②松任税務署（白山市）
講師　①②松任税務署担当官
定員　各回 30～ 40人

広報野々市　2026．11月号　14

介護長寿課  ☎ 227－6066

障害者控除対象者の認定
お知らせ

　11月９日㈪から障害者控除対象者認定の申請を受け付けます。
　次の要件に該当する人は、確定申告や住民税申告の際に、所得税や住民税の控除を受けられる障害者控除
の認定書を申請できます。本人が非課税であっても、本人を扶養する親族が課税であれば親族が控除を受け
ることができます。　※申請してから１週間前後で認定書が交付されます。
要件　65歳以上で要介護（要支援）認定を受けていて、市が定める条件を満たしていること
申請に必要なもの　申請書、申請者の身分証明書（運転免許証など）

総務課  ☎ 227－6051

11月25日～12月1日は「犯罪被害を考える週間」です
お知らせ

　犯罪被害に遭うと、犯罪行為による直接的被害だけではなく、その後も心身や生活に影響を生じる二次的
被害に長く苦しめられることがあります。

直接的被害
二次的被害
心身への影響
生活への影響

　加害者から心身を傷付けられたりすることをいいます。
　加害者ではない周囲の人たちの言動に傷付けられることなどをいいます。
　けがやショック、配慮のない言動などにより心身に不調が生じる場合があります。
　住居、家事、育児、仕事、お金、手続きなどさまざまな困難が生じる場合があります。

【犯罪の被害とは…】

　犯罪被害による不安や悩みなどで困っている人は以下に相談してください。
・市総務課　　　☎ 227－6051（平日 8:30 ～ 17:15）
・県生活安全課　☎ 225－1387（平日 8:30 ～ 17:45）
また相談は最寄りの警察署、県警察本部県民支援相談課（☎ 225－0110）、
（公社）石川被害者サポートセンター（☎ 226－7830）でも受け付けています。 犯罪被害者等支援シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

福祉総務課  ☎ 227－6063

生活のしづらさなどに関する調査
全国在宅障害児・者等実態調査

お知らせ

　障害者施策の推進に向けた検討の基礎資料とするため、在宅の障害児・者などの生活実態とニーズを把握
することを目的として、厚生労働省が市町村を通じて調査を行います。
対　　象　�在宅の障害児・者など
　　　　　�（障害者手帳を持っている人や、難

病等患者またはこれまで法制度で
は支援の対象とならないが長引く
病気やけがなどで生活のしづらさ
がある人）

訪問期間　11月１日㈰～ 19日㈭

調査方法
・�調査員が調査対象地区内の世帯を訪問し、調査の趣旨
などを説明の上、調査対象者の有無を確認します。
・�調査対象者がいる場合は、調査票への記入と郵送によ
る返送を依頼します。
�����※�調査対象地区内の世帯には、10 月下旬に「調査実
施のお知らせ」を配布しました。
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地
区
の
催
し

本
町
地
区

◎
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル
作
り

切
り
株
の
形
を
し
た
ケ
ー
キ
「
ブ
ッ

シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル
」
を
作
り
ま
す
。

今
回
は
抹
茶
ク
リ
ー
ム
の
中
に
栗
を
入

れ
た
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
す
。

日
時
11
月
24
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��
カ

ミ
ー
ノ

講
師
髙
村
尚
樹
氏
（
菓
子
工
房
エ
ク

ラ
タ
ン
代
表
）

対
象
本
町
地
区
住
民

定
員
８
人
（
先
着
順
）

参
加
費
１
５
０
０
円（
申
込
時
徴
収
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
手
拭
き
タ
オ
ル

11
月
10
日
㈫
か
ら
野
々
市
公
民
館

◎
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
～
素
敵
な

音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

日
時
12
月
12
日
㈯
午
後
３
時
開
演

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

演
奏
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
室

内
管
弦
楽
団

対
象
市
民

定
員
１
０
０
人
（
先
着
順
）

そ
の
他
申
込
時
に
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

11
月
17
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

野
々
市
公
民
館
☎
２
４
８・０
５
２
１

富
奥
地
区

◎
「
聴
く
楽
し
み
聞
く
学
び
」
秋
の
富

奥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
♪

日
時
11
月
21
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
石
川
ウ
ィ
ン
ズ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
の
演
奏
、
県
政
出
前
講

座
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
と
何
が
で
き
る

の
」
※
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
付
き

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
50
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
７
日
㈯
か
ら
富
奥
公
民
館

◎
冬
の
富
公
祭
～
人
と
ふ
れ
あ
い
、
文

学
と
ふ
れ
あ
う
～「
富
奥
文
芸
講
座
」

日
時
12
月
５
日
㈯
午
後
１
時
受
け
付

け
開
始
、
２
時
開
演
、
３
時
終

了
予
定

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
五
木
寛
之
作
「
親し

ん

鸞ら
ん

」
の
朗
読

（
煎
茶
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
お
茶

と
和
菓
子
付
き
）

出
演
髙
輪
眞
知
子
氏
（
朗
読
小
屋
浅

野
川
倶
楽
部
主
宰
）

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
50
人
程
度
（
先
着
順
）

11
月
10
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
富

奥
公
民
館

◎
き
っ
か
け
は
公
民
館
④
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
の「
福
寿
草
」

お
め
で
た
い
福
寿
草
の
鉢
植
え
を

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
で
作
り
ま
す
。

日
時
12
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

４
時

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

講
師
江
藤
万
紀
子
氏
（
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
教
授
資
格
者
）

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
８
人
（
先
着
順
）

材
料
費
８
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

は
さ
み
、
手
拭
き
タ
オ
ル

11
月
11
日
㈬
か
ら
富
奥
公
民
館

☎
２
４
８・０
８
２
９

郷
地
区

◎
防
災
講
座
＆
Ｇ
Ｏ
！
郷
カ
フ
ェ

「
日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
防
災
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
能
登
半
島
地
震
の

振
り
返
り
、
被
災
時
の
自
助
・
共
助
へ

の
備
え
や
行
動
の
具
体
例
を
学
び
ま

す
。
ま
た
地
区
（
町
内
会
な
ど
）
単
位

の
防
災
の
現
状
と
課
題
も
考
え
ま
す
。

日
時
11
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

30
分

場
所
郷
公
民
館

講
師
清
水
宏
氏
（
市
防
災
士
会
）

対
象
郷
地
区
住
民

定
員
20
人
（
先
着
順
）

11
月
19
日
㈭
ま
で
に
郷
公
民
館

◎
英
数
学
習
塾
（
令
和
８
年
度
秋
）

日
時
11
月
21
日
㈯
、
28
日
㈯
、
12
月

５
日
㈯
、
12
日
㈯
、
19
日
㈯
午

後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
郷
公
民
館

講
師
常
田
功
二
氏
（
金
沢
工
業
大
学

客
員
教
授
）

対
象
郷
地
区
中
学
生

定
員
各
回
15
人
（
先
着
順
・
複
数
回

参
加
可
能
）

持
ち
物
自
習
教
材
（
英
数
）
な
ど

11
月
６
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
郷

公
民
館

☎
２
４
８・０
２
５
０

押
野
地
区

◎
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
会
＆
イ
ベ
ン
ト

日
時
11
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

２
時

場
所
押
野
公
民
館

内
容
１
０
０
円
カ
フ
ェ
、
１
０
０
円

縁
日
、
冬
野
菜
即
売
会
、
餅
つ

き
実
演
（
ち
び
っ
こ
餅
つ
き
体

験
あ
り
）、
各
種
団
体
作
品
展

示
、
ギ
タ
ー
シ
ョ
ー
、
押
野
児

童
館
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
ス
タ
ー

ガ
ー
ル
ズ
の
ダ
ン
ス
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど

※
能
登
半
島
地
震
、
奥
能
登
豪
雨
ほ
か

災
害
義
援
金
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
募
金
し
た
人
に
つ
き
た
て
餅

を
配
布
し
ま
す
。（
１
人
２
パ
ッ
ク
）

対
象
押
野
地
区
住
民

押
野
公
民
館☎

２
４
８・２
８
３
９
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イ
ベ
ン
ト

女
性
セ
ン
タ
ー

◎
か
ぎ
針
編
み
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

か
ぎ
針
で
指
な
し
ミ
ト
ン
を
作
り
ま
す
。

日
時
11
月
24
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所
女
性
セ
ン
タ
ー

講
師
手
芸
サ
ー
ク
ル「
花
み
ず
き
」

（
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

対
象
市
民

定
員
15
人
（
先
着
順
）

材
料
費
２
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
手
拭
き
タ
オ
ル

11
月
６
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
女

性
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
６・０
８
１
０

モ
ル
ッ
ク
体
験
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
講
師
と
な
り
、

モ
ル
ッ
ク
の
体
験
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
11
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時

30
分

場
所
市
民
体
育
館

持
ち
物
飲
み
物
、
内
履
き

そ
の
他
運
動
で
き
る
服
装
で
来
て
く

だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
２
４
８・１
４
４
２

講
座
・
教
室

医
療
と
介
護
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
高
齢
者
の
口
腔
（
こ
う
く
う
）
機

能
と
「
食
べ
る
力
」
の
組
み
立
て
方
～

医
療
と
生
活
の
は
ざ
ま
で
考
え
る
こ
と

～
』
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
公
立
能
登
総
合
病
院
の
長

谷
剛
志
先
生
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
施
設
・
在
宅
・
病

院
そ
れ
ぞ
れ
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
11
月
14
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～

４
時
30
分

場
所
市
役
所

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
４
０
０
ポ
イ
ン

ト
（
後
日
加
算
）

二
次
元
コ
ー
ド

　
　
　

介
護
長
寿
課☎

２
２
７・６
０
６
７

市
民
公
開
講
座

◎「
ち
ょっ
と
そ
こ
ま
で
」の
積
み
重
ね
～

毎
日
が
介
護
予
防
に
な
る
過
ご
し
方
～

自
立
支
援
地
域
づ
く
り
推
進
機
構
代

表
理
事
の
佐
藤
孝
臣
氏
の
講
演
を
行
い

ま
す
。
介
護
予
防
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
11
月
16
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所
市
役
所

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
４
０
０
ポ
イ
ン

ト
（
後
日
加
算
）

二
次
元
コ
ー
ド

　
　
　

介
護
長
寿
課☎

２
２
７・６
０
６
７

３
Ｄ
モ
デ
ル
作
成
体
験

◎
親
子
で
参
加
！
ス
マ
ホ
で
３
Ｄ
ス

キ
ャ
ン
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
の
っ
テ
ィ

グ
ッ
ズ
を
つ
く
ろ
う

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ス
キ
ャ

ニ
バ
ー
ス
」
を
使
っ
た
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン

体
験
、デ
ザ
イ
ン・設
計
ツ
ー
ル
「
テ
ィ

ン
カ
ー
キ
ャ
ド
」
を
使
っ
た
の
っ
テ
ィ

３
Ｄ
モ
デ
ル
作
成
に
挑
戦
し
ま
す
。
作

成
し
た
の
っ
テ
ィ
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で

出
力
し
ま
す
。

日
時
①
12
月
５
日
㈯
午
後
１
時
～
４

時
15
分

　
　
　
②
12
月
６
日
㈰
午
前
10
時
～
11

時
、
午
後
１
時
～
２
時
（
午
前

か
午
後
の
い
ず
れ
か
）
※
②

は
自
由
参
加

場
所
①
金
沢
工
業
大
学
②
学
び
の
杜

の
の
い
ち��

カ
レ
ー
ド

講
師
金
沢
工
業
大
学
環
境
土
木
工
学

科

中
野
研
究
室

対
象
市
内
小
学
３
年
生
～
６
年
生

と
そ
の
保
護
者

定
員
８
組
（
応
募
多
数
は
抽
選
）

持
ち
物
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

11
月
27
日
㈮
ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

☎
２
４
８・８
０
０
０

第
３
回「
ほ
わ
っ
と
」研
修
会

◎
大
人
の
発
達
障
害

「
発
達
障
害
っ
て
な
に
？
」と
い
う

基
本
か
ら
、行
政
の
支
援
内
容
が
変
わ

る
18
歳
以
降
の
家
族
や
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
、関
わ
り
方
に
つ
い
て
、市
民
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
私
た
ち
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。

日
時
11
月
19
日
㈭
午
後
６
時
30
分
開

場
、
７
時
開
始

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

講
師
西
村
優
紀
美
氏
（
市
発
達
相
談

セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

定
員
30
人

参
加
費
千
円
（
当
日
徴
収
）

二
次
元
コ
ー
ド

野
々
市
市
民
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
会

「
ほ
わ
っ
と
」

how
atto33@

gm
ail.com
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募
集

金
沢
産
業
技
術
専
門
校
入
校
生

募
集
学
科
（
訓
練
期
間
）
①
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
科
（
２
年
）
②
電
気

工
事
科
（
１
年
）
③
総
合
建
築

科
（
２
年
）

対
象
①
②
高
卒
以
上
③
中
卒
以
上

　
　
　
（
い
ず
れ
も
お
お
む
ね
35
歳
以
下
）

選
考
日
12
月
４
日
㈮
午
前
10
時
開
始

選
考
方
法
学
科
試
験
、
面
接

11
月
24
日
㈫
ま
で
に
県
立
金
沢

産
業
技
術
専
門
校☎

２
６
７・２
２
２
１

お
知
ら
せ

電
池
は
抜
い
て
出
し
ま
し
ょ
う

リ
モ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
、
電
池
が

入
っ
て
い
る
製
品
は
電
池
を
抜
い
て
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
池
が
入
っ
た
ま

ま
出
す
と
、
収
集
や
処
理
の
過
程
で
火

災
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

電
池
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
製

品
は
電
池
を
取
り
外
し
て
か
ら
「
燃
え

な
い
ご
み
」
へ
、
電
池
を
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
製
品
は
「
燃
え
な
い
ご
み
の

危
険
物
の
コ
ン
テ
ナ
」
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。
取
り
出
し
た
電
池
や
モ
バ
イ
ル
バッ

テ
リ
ー
は
乾
電
池
な
ど
と
同
じ
「
燃
え

な
い
ご
み
の
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
の
あ
る
充
電
式
電
池
は
販
売
店
の
回

収
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
課☎

２
２
７・６
０
５
２

ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
休
館

施
設
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
な
ど
の
た

め
、
次
の
期
間
に
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間
12
月
１
日
㈫
～
令
和
９
年

２
月
28
日
㈰

休
館
期
間
は
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ

て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新

の
状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

生
涯
学
習
課☎

２
２
７・６
１
２
２

労
働
保
険
成
立
手
続
き
は
義
務
で
す

◎
11
月
は
「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
強
化
期
間
」
で
す

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
常
勤
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
や

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
成
立
手
続
き
を

行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
事
業
主
は
速
や
か
に
白
山
公

共
職
業
安
定
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

白
山
公
共
職
業
安
定
所

☎
２
７
５・８
５
３
３

働
き
た
い
人
の
就
労
相
談

仕
事
を
し
て
い
な
い
人
で
「
働
き
た

い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
不
安
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
（
15
～
49
歳)

と
そ
の
家
族
を
対
象

に
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
就
職
に
向
け
た

準
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時
月
～
金
曜
日
、
第
２
・
第
４
土

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
要
予
約
。
土
曜
日
は
40
歳
代
優
先

場
所
県
本
多
の
森
庁
舎
（
金
沢
市
）

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

石
川

☎
２
３
５・３
０
６
０

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談
会

働
く
人
も
事
業
主
も
、
職
場
で
の
悩

み
や
疑
問
を
労
働
・
年
金
の
専
門
家
で

あ
る
社
労
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
12
月
２
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

５
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
２
９
１・５
４
１
８

ま
た
は
☎
０
９
０・３
４
２
７・２
２
５
７

◎
対
面
に
よ
る
相
談

日
時
12
月
２
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

５
時

場
所
県
立
図
書
館

県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
２
９
１・５
４
１
１
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